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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
外
務
省
在
外
職
員
に
支
給
さ
れ
る
配
偶
者
手
当
の
妥
当
性
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対

す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

直
近
で
照
会
を
行
っ
た
民
間
企
業
は
八
社
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

照
会
を
行
っ
た
民
間
企
業
と
の
関
係
も
あ
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

三
に
つ
い
て

外
務
省
の
在
外
職
員
に
対
す
る
配
偶
者
手
当
は
、
民
間
企
業
と
の
比
較
に
お
い
て
も
妥
当
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

世
界
各
地
に
海
外
拠
点
を
有
し
、
相
当
数
の
海
外
駐
在
員
を
派
遣
し
て
い
る
民
間
企
業
を
対
象
に
照
会
を
行
っ
て
お
り
、

適
切
と
考
え
る
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

一



配
偶
者
手
当
を
受
給
で
き
る
要
件
は
、
在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
六
条
に
お
い
て
、
「
配
偶
者
手
当
は
、
配
偶
者
（
在
外
職
員
を
除

く
。
）
を
伴
う
在
外
職
員
に
支
給
す
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
配
偶
者
を
同
伴
し
な
い
在
外
職
員
に
は
支
給
さ
れ
な
い
。

二


